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公益財団法人伊藤国際教育交流財団では、日本の大学等の修士課程に留学する外国

2年以内(ただし、修士課程在籍期間に限る)

△貿坐生宣刈象に奨学金の希望者を次のとおり募集します。

財団法人

8年度

区重^
採用人数は 12名程度。詳細は、必ず募集要項をご確認下さい。

・一般プログラム(,0名程度)

伊藤国際教育交流

外国人奨学金のお

※特別プログラム 2名程度

→「自然災害対策」に関連する研究テーマで留学する方

「地球温暖化、異常気象、自然災害のメカニズムの解明や対策」「災害の予防・減災」

「災害後の対応ブロセス」「復興の支援方法」「被災者の心のケア」rBCP (事業継

続計画)」「災害時の支援機器の開発・展開」など研究テーマが自然災害に関連する項

目であれば応募可能です。

※特別プログラムに応募される方は、当プログラム選考の後、自動的に一般プログラムと

しても再度審査が行われます。(ただし、採用はどちらかのプログラムになります。)

rチ,ンス訓2回あるノととらえて頂き、是非ご応募下さい。

裏面へ続く→

団

らせ

ご自身の研究テーマが特別ブログラムに応募対象であるか不明な場合は、当財団事務

局までお問い合わせ下さい。

奨1学金の内谷
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区亙^
主な応募資格は下記のとおりです。詳細は、必ず募集要項をご確認下さい。

1.外国人留学生で、日本国の大学等の修士課程(またはそれに準ずる課程)に

正規生として入学を予定している方で、成績、人格ともに優秀で経済的援助を

必要としている方。なお、専攻分野を問いません。

(博士前期課程は修士課程とみなし応募可能です。)

2.2 0 18年4月から入学する方。または2 0 17年秋入学の方。

(2017年秋入学の方の奨学金支給は2018年4月から修士課程修了まで。)

3.2 0 18年2月17日(士)または2月18日旧)におこなわれる面接選老を受

けられること。

2日間のうち、どちらか指定された日になります。変更はできません。

当財団の奨学生として採用決定後、ガイダンスに参加できること。

2018年4月1日現在において、年齢が29歳以下の方が望ましい。

※ 30歳以上で応募する方は「今、留学を希望する理由」を提出すること。

「留学」の在留資格により在日しているか、または「留学」の在留資格が取得

できる予定の方。(海外より応募される方は事務局までご連絡ください。)

6

フ.日本語ができること。

※応募時点で研究生の方でも、 2018年4月に修士課程入学を予定されている方

は応募可能です。

※海外への連絡・郵送は行っておりません。

<以下の方は応募対象外となります。>

・現在、修士課程に在籍している方(2017年秋入学の方をのぞく)。

・2018年4月に博士後期課程へ進学する方。

・研究生、研修生、専攻生、聴講生、交換留学生として進学予定の方。

・他の機関から奨学金の援助または特典を受ける方

・特定機関に在職のまま留学される方(休職者・現職への復職予定者も対象外)。

巨亙^
2017年10月1日

募集要項の取り寄せ方

・当財団のホームページからダウンロードできます。

郵送希望の場合は便せん等に氏名、郵送先、電話番号、「外国人募集要項希望」

と明記し、郵送料として205円分の切手(速達希望は485円)を同封の

うえ、当財団までご請求下さい。

※郵送申し込みは

.................................................................................

日 ~10月31日

〒160-0023 東京都新宿区西新宿3-8-4 BABAピル5階

公益財団法人伊藤国際教育交流財団外国人奨学金係

電話 03-3299-7872 (土・日・祝日を除く午前9時~午後5時まで)

h杜Pソ/VVVVVV.itofound.or.jpHome pa今e uRL
.................................................................................
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